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令和元年度 第１回合同防災訓練 概要

日時 ：令和元年5月27日（月） 13：00～16：00
会場 ：飛騨総合庁舎 大会議室

訓練方式 ：学習型方式

訓練目的 ：① 関係者の「顔の見える関係」を維持する。
② 大規模土砂災害時における連携マニュアル

の検証を行う。
③ (春の人事異動後の)防災担当者の知識醸成

(防災対応能力の向上)を図る。

想定災害：【同時多発的土砂災害】
・３市村全域におけるがけ崩れや山腹崩壊の多発
・土砂災害等による道路寸断・地区孤立（高山市）

・土砂災害防止法に基づく国の緊急調査対象となる河道
閉塞の形成（飛騨市）

・土砂災害防止法に基づく県の緊急調査対象となる地す
べり発生の兆候（白川村）

■訓練概要 ■参加機関・組織別参加者数
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高山市 ３名

飛騨市 ４名

白川村 ３名

岐阜県 県土整備部 砂防課 ２名

飛騨県事務所 １名

飛騨農林事務所 １名

高山土木事務所 ４名

古川土木事務所 ４名

林野庁 中部森林管理局 飛騨森林管理署 １名

国交省 中部地方整備局 高山国道事務所 ２名

神通川水系砂防事務所 ３名

参加者合計 ２８名

合同防災訓練の状況

想定災害発生箇所

映写したスライド



令和元年度 第１回合同防災訓練 概要
■対応行動の記録（防災行動チェックリストへの記入）について
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【作業内容】各参加機関は、１名程度を記録員（訓練作業兼務）に定め、自機関が対応した行動
について、以下の要領でチェックリストに記入する。

① 実施した対応項目のチェックボックスにチェックする。

② 他機関と連携対応を行った場合は、その相手先（誰へ）と内容（連絡・共有した情報、人員や
資機材の提供などの対応）を記入する。

訓練参加者の、大規模土砂災害時における連携マニュアル(関係機関が連携した災害対応について
整理されたマニュアル) の理解度を確認するために、訓練中にチェックリストの穴埋めを依頼した。
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災害情報等の収集、共有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リエゾンの派遣と受入れ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○

緊急調査に係る連携 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

土砂災害危険箇所の緊急点検 ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害対策用資機材等の相互支援 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

住民への情報の提供・周知 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

連絡調整会議の開催
(河道閉塞対応に関して) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

TEC‐FORCEの派遣
(河道閉塞対応に関して) ○

※防災行動計画について ○：理解している △：理解が不十分 ■：対象外
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チェックリストに基づく連携マニュアルの確認結果



▲評価の理由(訓練時チェックリストを元に評価)
 現地情報連絡員（リエゾン）の派遣と受入れについて
 リエゾン対応に関するチェックが無かった。 （白川村）
 市村への職員派遣検討のチェックが無かった。 （飛騨森林管理署）

 災害対策用資機材等の相互支援について
災害対策用資機材等の支援に関する対応のチェックが無かった。（高山

国道事務所）

 住民等への情報の提供・周知について
 応急対策工事に関する広報のチェックが無かった。 （高山国道事務所）

チェックリストのチェックボックスのチェックの有
無のみをもとに評価した結果です。
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【チェックリストによる評価(全般について)】
• 連携マニュアルの内容について、概ね参加者は理解されていたと評価される。
• 前頁△の項目については、再度ご確認いただきたい。

チェックリストに基づく連携マニュアルの確認結果


